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研究成果の概要（和文）： 

 本研究では、古海洋データの空白域である北極海において、現在よりも 2℃温暖であったと
推定されている最終間氷期の古海洋記録を定量的に復元することを目的として、2009 年に海洋
地球研究船「みらい」の北極海航海に参加し、海底堆積物コア試料の採取およびプランクトン
ネット調査を実施した。海底コアは３サイトから計５本の採取に成功した。これらのコアのう
ち PC03 コアは北緯７６°を超えた観測点で採取することができ、日本船としては北半球で最も
北のサイトで海底コアを採取することに成功した。 
 
研究成果の概要（英文）：In this study, to reconstruct quantitative paleoceanographic 
records in the Arctic Ocean during the last interglacial episode, we participated in the 
Arctic Ocean research cruise in 2009 by research vessel "Mirai", and plankton net survey 
and sediment coring were conducted in the Chukchi Sea.  
The sediment cores were successfully collected a total of five from three sites. In 

Japanese ships, core PC03 succeeded to take in the most northerly site in the northern 
hemisphere. 
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１．研究開始当初の背景 
 
  これまで海底堆積物やアイスコアの記録
からは、温暖化や寒冷化などの急激な気候変
動の影響が、北半球高緯度域において最大で
あったことが明らかにされている。たとえば、
グリーンランドアイスコアの 11500 年前に
記録されている突然かつ急激な温暖化では、
平均気温が約10年で約8.3℃上昇したことが
わかっている。しかしながら、これだけ短期

間で急激に温暖化したにもかかわらず、この
ような突然の気候ジャンプのメカニズムに
ついては十分に明らかにされていない。 
 最近発表された IPCC 第４次評価報告書に
おいても、100 年後の温暖化による気温上昇
は、高緯度域で最大になると予測されており、
2100 年には、最大 6.5℃もの気温上昇がおこ
るとモデルから試算されている。特に同報告
書では、最終間氷期北極を含めた高緯度域に
おけるより質の高い定量的データの収集の



 重要性が示されている。 
下船後の分析項目  このように北極圏を含めた高緯度域は、将

来の温暖化の影響がもっとも先に現れる地
域であることから、本地域における精度の高
い観測データの蓄積とそれらのデータに基
づいたモデルの構築が必要とされている。将
来における気候変動による影響評価を行う
にあたり、現在進みつつある環境変動の詳細
な観測に加えて、人間活動の及んでいない過
去の環境変動についての正確な情報を得る
必要がある。 

 採取された堆積物コアについて，有機炭素
含有量，C/N 比、炭酸カルシウム含有量、酸
素安定同位体比、放射性炭素、微化石群集解
析（珪藻、有孔虫、放散虫）など，総合的な
古環境分析を実施するため、試料分割を実施
した。年代決定は、放射性炭素年代、微化石
などにより高精度統合分析を実施予定して
いる。 
 
4.  研究成果  これまで高緯度域の気候変動記録に関す

る研究といえば、北大西洋域に集中していた。
一方，北極海においては、アクセスの難しさ、
古海洋研究に適した良いコアをとるための
海底地形情報の不足、他の海域で使用してい
る古海洋プロキシーの利用が出来ないなど
の理由（特に水温）から、長く古海洋研究の
空白域となっており、最終氷期を含めた最終
間氷期の環境変動の実態はほとんどわかっ
ていない。 

 
 海底コアは３サイトから計５本の採取に
成功した。これらのコアのうち MR09-03 
PC03 コアは北緯７６°を超えた観測点で採
取することができ、これまで海氷があるため
採取できなかった海域から海底コアを得た。
日本船としては北半球最北端で海底コアを
採取することに成功したことになる。得られ
た海底コアはコア長約５ｍ〜９ｍのシルト

質粘土からなり、部分的に漂流岩屑やラミナ
層を挟在する。全体的にオリーブグレー色の
シルト質粘土層が卓越する。同岩相は氷期の
層準と考えられ、海水準低下などの影響を受
けた堆積相変化の影響と推測される。採取水
深は３５０ｍ〜１２００ｍの範囲であり、こ
の水深範囲には、シービームや SBP などの
海底の音波探査結果により氷河または氷山
による削剥地形が確認された。このため本海
域では氷期から急激に温暖化することによ
り劇的に環境が変化したことが明らかとな
った。 

 
２．研究の目的 
 
 グリーンランドアイスコアの 11500 年前
に記録されている突然かつ急激な温暖化で
は、平均気温が約 10 年で約 8.3℃上昇したこ
とがわかっている。しかしながら、このよう
な突然の気候ジャンプのメカニズムについ
ては十分に明らかにされていない。本研究で
は、最新の古海洋復元プロキシーを駆使し、
古海洋データの空白域である北極海におい
て、現在よりも 2℃温暖であったと推定され
ている最終間氷期の古海洋記録を定量的に
復元することを目的とする。特に、水温、塩
分の定量値、季節海氷の有無、生物生産を高
時間精度で復元し、海洋表層から深層にかけ
ての海洋構造・水質変化を明らかにし、北極
圏の温暖化による環境変動予測のための知
見の取得をめざす。 
 
３．研究の方法 
 
 2009 年９月から 10 月に実施された海洋研
究開発機構の海洋地球研究船「みらい」の北
極海研究調査 MR09-03「北極海における総
合観測航海」Leg.2（９月 7 日〜１０月１５
日）に参加し、ピストンコアラーによる海底
堆積物コア試料の採取を実施した。さらに本
研究では、先行研究により得られた生体群集
と比較検討を行うことにより、生物群集への
地球温暖化や自然レベルの影響評価を実施
するため、プランクトンネットにより計 7 観
測点において生体浮遊性有孔虫および放散
虫、珪藻の試料採取を実施した。プランクト
ン調査のうち１サイトのみで水深 1000ｍま
での深層調査を行った。 



これら海底コアは３サイトから計５本の採
取に成功したが、PC01 コアについては、有機
炭素・炭酸塩含有量分析を実施した。その結
果、これらの分析により本コアが最低過去１
回の間氷期の層準を含むことが明らかとな
った。温暖期と考えられる層準では、炭酸塩
含有量が上昇し、明瞭な岩相変化が確認され
た。今後は、これらのコアを詳細に分析する
ことにより多くの環境情報が得られると期
待される。 
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